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論文 内容の要 旨
韓国自動車産業に関する既存研究は、近年多角的に提示されているが、 韓幽「ビッグスリー」体制とそ
の構造的特質、そして自動車部品工業を視野に入れ、 その実態調査とともに体系的に分析したものはそれ
ほど多くない。本論文は、これらの問題点を克服しうる分析アプローチとして、中川信義氏を中心とする
「アジア新工業化」論という枠組みにもとづいて、韓国資本主義の問題点を典型的に示す自動車産業 ・同部
品工業を対象に、その産業 ・経営発達史と部品調達システムを中心iこ分析することを目的としている。こ
うした研究を進めるに至った問題意識は、以下の通りでおる。
第一に、韓凶自動車産業を分析するにあたって、まず韓国資木主義の発展過程とその構造的特質を考え
なければならないという点である。とくにその再牛ー 産構造は、グローバル産業としての韓国自動車産業に
も妥当する。韓国資本主義は、 1970年代後半以後二十数年間にわたり、 NICS. NIES (新興工業諸国 ・地
域、新興工業経済諸国 ・地域)から1996年末OECD加盟へ、すなわち「東アジア新興T.業国」から f先進
資本主義国」への移行 ・発展期を迎えている。こうした韓国資本主義の基幹産業のーっとして韓間自動車
産業は、「アジア新工業化」の発展パターンから、 1990年代後半以降韓国自動車メーカー自ら多国籍企業化
し、新たな役割lを担う企業に変貌しつつある。
第二に、韓凶資本主義の発展過程のなかで、 1960年代以降現代的な産業として発展しはじめた韓国自動
車産業は、 どういった構造的特質を持っていたのかという点である。
第三に、「旧ビッグスリ ーJ(現代白動車、起亜自動車、大字白動車)体制を中心に独自な国際規模の大
量生産体制を構築してきた韓国自動車産業にとって、異なるタイ プの自動車メーカ ーの存在と、その課題
や戦略の違いという点も考慮する必更がある。
第四に、韓凶自動車産業のサプライヤーシステム(自動車メーカーと部品メ ーカーの分業システム)は、
どのように形成され発展してきたのかについても検討されなければならない。
本論文の構成は、以上の問題意識を持ちつつ、つぎのように展開していく。第 1亭ーでは、まず、問題の
所在を明らかにし、課題を設定する。つぎに、 研究の方法として、 先行研究の分析を通じて、本研究の分
析アプローチを設定する。
第2章では、分析アプローチにもとづ.いて、独自な国際規模の大量生産体制を構築した韓閑「旧ビッグ
スリーJ(現代自動車、起亜自動車、大字自動車)体制の確立とその発履パターンの特質を明らかにする。
この章は、 大阪市立大学経営学会 T経営研究J(第S2巻第2号、 2001年7月)に「新t業化と韓国自動車産
業一 韓国ビッグス リー 体制の確立とその特質 -Jというタイト ルで掲載したものである。
第3章では、 1990年代以後世界自動車庫業によるM&八 (Mergers& Acquisitions、企業合併 ・買収)
の再編成とくに97年のIMF経済危機(銀行・為替危機を含む金融危機)後、関内財閥におけるピックディー
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ル(大規模事業交換〉、構造調整の進行で、新たな局面を迎えている韓国自動車産業の変遷、すなわち「旧
ビッグスリー」体制の解体と「新ピッグスリーJ(現代自動車一DaimlerChrysler、GM一大字自動車、 R
enaultサムソン自動卓)体制の再編成を中心に分析する。本章は、 11997年1Mド経済危機以後の韓国向動車
産業-韓国 I新ビッグスリー」体制の再編成を中心に一」というタイトルの論文として、大阪市立大学
経済研究会の『季刊経済研究~ (第24巻第2号、 2001年9月)に掲載したものである。
第 4 章では、大阪市立大学による大学院生海外派遣助成金を得て、 2000年 6 月 20 日 ~7 月 1 日に行われ
た中川信義(序のみ執筆)・金正ーの「韓国自動卓部品メーカー実態調査報告」を参照しつつ、韓国自動
車産業のサプライヤーシステムについて部品調達システムを中心に分析する。
第5章では、結論として本稿での分析から明らかになった内容を要約し、今後の研究課題を論じること
で、むすびとする。この研究は、韓国を含む一連のN1ES、ASEAN、中固などアジアの急速な経済成長と
産業構造の質的変化を分析する重要な研究であると思われる。
論文審査の結果の要旨
20・21析紀の世紀転換期において、多間籍自動車余業のクロスボーダーなM&A(企業合併)や戦略提携
が盛んに行なわれているG 本論文は、このメガM&A.提携を背震として、 lMF危機〈銀行・為替危機を含
む金融危機)に前後して、持作|政府が打出した「ビッグディールJ(大規模事業交換〉を契機に、韓国自動
車産業の新IH体制の解体と再編成の過程、その産業・経営発達史、および部品調達システム(組立メーカー
と部品メーカーの分業)を調査に基づいて.分析しようとするものである。
本論文の独自性もしくはオリジナリティとして、以下の4点を、摘記することができる。第1に、 1997
年経済危機に始まるこの世紀転換期の韓国自動車庫業が、旧「ビッグスリーJ(現代自動車、起硝白習j主主お
よび大宇自動車)体制の解体とすr1ビッグスりーJ(現代問動車ーダイムラークライスラ一、ルノ一.サム
ゾン自動車およひびかゼネラルモ一タ一ス.大宇自動車)体
解しようとしている点である。韓凶自動車産業の解体と再編成のこの過程は、 1989年大西洋を跨ぐダイム
ラークライスラーの誕生に始まる、先進資本主義国多国籍宵動車産業の:'v1&Aおよび戦略提携のー帰結もし
くはその補完として行なわれたのである。
第2は、先行研究のレビューにおいて、ポータ一、アパナシー、金泳錆などの「競争構造分析」、「動態
的模型」、「雁行形態」、「後発性の利益」、および「第四世代工業化」論に対する批判的見地に立ち、韓国臼
動車産業が、本学経済研究所の提唱する「アジア新i業化」論、具体的には韓国資本主義の特質およびそ
の貿易構造とくに対日機械・部品部材・輸出同素材の輸入と対米自動車完成品の輸出を軸とする「アジア
太平洋トライアングル貿易Jとして実証しようとしている点である。
第3は、韓国自動車産業に関して、現代臼動車史や起E自動車史などの会社史、韓凶自動車工業協会や
同協同組合、対外経前研究院や韓国開発研究院などの官庁研究所などの入手困難かっ貴重な資料を発掘、
多数の図表を作成し、またその調査資料を用いて、韓国自動車産業・経営発達史や部品調達システムを分
析している点である。
そして第4は、 2000年、 01年の二度の韓国向動車組立・部品工業の実態調査を踏まえ、 1970年代の「水
平的系列化」から80年代以降の「垂直的系列化」への転換、分業生産体制の「単層的分業生産構造」から
「重層的分業生産構造J(部品供給の複数化、モジュール化の導入、競争システムの導入等々〉への変化な
どの過程を明らかにしたほか、デルフ 7イ、ロパート・ボッシュ、アイシン精機など先進国メガサプライ
ヤーの韓国に対する進山とそれによる韓同部品T業の再編成を分析した点である。メガサプライヤーの韓
国進出は、園内市場の市場シェア獲得、他の国・地域向けの輸出、中国における生産拠点づくりなどが目
的であり、韓国部品二1業が持つ生席経験、一定の技術水準、低コストの労働力など潜在的競争力がその要
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因であった。このような構造変化に対応できない韓国部品企業は、メガサプライヤーの下請企業への転化、
一次、二次ベンダーから二次、三次ベンダーへの転落の・方、国際競争力の劣位な部品メーカーは淘汰さ
れる可能性を、各社のヒヤリング調査によって、明らかにした。
本論文の公聴会・審査委員会において指摘され、貴重な7ドパイスを受けた、①グローパル・インダス
トりとしての自動車産業をどのように実証するか、②韓国資本主義における自動車産業の位置づけに関す
る実証分析、③トヨタや日産など同じく後発のH本自動単産業発達史とのH韓比較、④韓国部品T.業の機
能部品と汎用部品の峻別の問題など、やや望罰の感のある諸課題については、今後、金.tf一氏の一層の研
績を期待するものである。
以上、厳正に審査した結果、本論文は博士(商学)の学位を授与するに値するものと認める。
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